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研究の歩み 

私は 1980 年に鹿児島大学農学部農学科を卒業し九州大学大学院修士課程に進学しました。このと

きに与えられたポティウイルスに関する研究がライフワークの中心となりました。ポティウイルス属

（Potyvirus）は，ポティウイルス科（Potyviridae）を構成する 8 属のひとつで，ジャガイモ Y ウイル

ス（Potato virus Y; PVY）をタイプ種とする長さ 680～900 nm のひも状の 1 本鎖 RNA ゲノムウイルス

の集団であり，西南暖地で多く見られます。種類が多く，害虫のアブラムシを介した虫媒伝搬によっ

て，サトウキビ，ソラマメ，テッポウユリ，ニンニク，パッションフルーツ，ピーマンなど，様々な

農作物が感染し，果実奇形や葉の萎縮などが誘発されます。  

九州大学では，助手を含む 8 年間，稲作転換政策で福岡県や佐賀県で生産が急増していたダイズで

問題になっていたダイズモザイクウイルス（SMV）の研究を行いました。SMV は虫媒伝搬だけではな

く種子伝染し易いことが特徴でしたが，その伝染率は SMV の系統とダイズ品種の組合せによって異

なっており，その原因や機構は不明でした。そこで種子伝染し易い系統 SMV-B とし難い系統 SMV-D

のダイズ種子内ならびに植物体内での分布を調査することにより，種子伝染の難易の原因を調査しま

した。その結果，2 系統の種子伝染率の差は種子内での分布様式の違いと，種子登熟中の失活の程度

の差に起因することを明らかにしました。また SMV 系統間の粒子構造上の強度の違いが，宿主の加

齢に伴う両系統の安定性の差，ひいては種子伝染性の相違の原因と考えました。以上の研究成果によ

り鹿児島大学着任後の 1991 年に「ダイズモザイクウイルスの宿主内における動態に関する研究」で日

本植物病理学会の学術奨励賞を受賞しました。  

1988 年に鹿児島大学に着任した後も，南九州本土や奄美群島を中心にポティウイルスの診断と遺伝

子解析を行ってきました。私が行ってきたポティウイルスに関する研究成果をいくつか紹介します。  

沖永良部島と薩摩半島（平成大合併の前）の山川町や開聞町は，全国でも有数の切花用グラジオラ

スの生産地でしたが，1995 年頃よりウイルス性とみられるモザイク症状が多発し，花弁の色割れを生

じることから品質低下の一因となっていました。また山川町や開聞町はソラマメの産地としても有名

で，両圃場が混在しています。そして，グラジオラス圃場に隣接するソラマメ圃場でも葉のモザイク

症状が認められていました。電顕観察や血清試験の結果，これら全てに，ポティウイルス属のインゲ

ンマメ黄斑モザイクウイルス（Bean yellow mosaic virus; BYMV）が高頻度に検出されました。ポティ

ウイルスはアブラムシで伝染するので，ソラマメとグラジオラスの栽培圃場間でのウイルス移動があ
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るのか，あるいは同じ系統が感染しているのかなどの疑問が上がりました。分離した多くのウイルス

株をインゲン 4 品種に接種したところ，示される病徴の違いから 4 つの病原型に判別することができ

ました。またこれら 4 病原型は，ウイルスの外被タンパク質をコードする遺伝子の塩基配列において

も明瞭に区別できるクレードを形成し，さらにソラマメ感染株とグラジオラス感染株はまったく異な

る病原型であり，圃場間で相互伝搬していないことが明らかになりました。また血清学的検出法であ

る酵素結合抗体法（Enzyme linked immuno sorbent assay; ELISA）により，ウイルスに潜在感染してい

る球根や実生を検出し除去するプロトコールを示しました。  

1998 年に南さつま市でハウス栽培ピーマンに葉のモザイクや萎縮，果実の奇形等の症状が見られま

した。電子顕微鏡でポティウイルス様粒子を認め，モモアカアブラムシによる伝搬を確認しました。

精製したウイルスの外被タンパク質遺伝子から推定したアミノ酸配列が，カリフォルニアやフロリダ

の Pepper mottle virus (PepMoV)と高い相同性を示したので，日本初記載の PepMoV と判断しトウガラ

シ斑紋ウイルスと命名しました。その後現在まで日本国内では見つかっていませんが，韓国では 2005

年時点で全国的な被害が出ています。栽培植物の違いが大きく関わっていると考えられます。  

鹿児島県農業試験場（現農業開発総合センター）大島支場によると，1986 年頃に奄美大島南部の瀬

戸内町で栽培されるパッションフルーツに，葉のモザイクや萎縮症状ならびに果実の奇形や硬化症状

が認められていました。私達は原因ウイルスを精製し，外被タンパク質遺伝子や全塩基配列に基づい

て，新種のポティウイルスであることを認め，学名を East Asian Passiflora virus (EAPV)，和名をトケ

イソウ東アジアウイルスと命名しました。さらに 1998 年には，指宿市で，果実に奇形を伴わない軽症

株を認めたため，前者を EAPV-AO 系統，後者を EAPV-IB 系統として区別しました。その後，現在ま

での間に，台湾，マレーシア，韓国，中国南部，ベトナムなどで，EAPV-AO 系統と IB 系統が次々に

記載されています。この研究に並行して，家兎を用いて EAPV に対する抗血清を作成し，ELISA によ

って奄美大島での発生分布を調査したところ，1992 年には南部の 1 町 2 村に止まっていたものが，

1997 年には全島に拡がっていました。そこで，県，群島市町村ならびに農協が参加するトロピカルフ

ルーツ協議会の協力により，1997 年に，奄美本島の東 30 km の喜界島に，ELISA で無毒を確認した健

全苗の隔離圃場を開設し，ここで増殖した挿し木苗を農家に有償配布することによって，ウイルス病

蔓延の防止に努めました。その結果，両系統の分布は，2005～2007 年には AO の単独感染株を奄美大

島，指宿市および大隅半島の大崎町で，IB の単独感染株を指宿市，鹿児島市および大隅半島の髙山町

で，そして AO と IB 混合感染株を，指宿市と鹿児島市で認めましたが，2008～2010 年の調査では AO

を奄美本島（奄美市住用町と宇検村）のみで認めるまでに縮小しました。ELISA キットの提供は今で

も続行しており，健全苗の供給に貢献しています。  

これらの研究成果により 2017 年「南部日本で発生する植物ウイルス病の診断と遺伝子解析に関する

研究」で日本植物病理学会の学会賞を受賞しました。これは一重に，鹿児島県農業開発総合センター・

病害虫防除所・農業改良普及センター，農研機構九州沖縄農業研究センターのスタッフの方々，ならび

に鹿児島大学の旧農学科，旧園芸学科，現応用植物科学と食環境制御科学コースの先生方，附属農場農

事部のスタッフ，そして歴代の学生・院生をはじめ，多くの方々のご協力と支援によるものです。  
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この小文の後に列記しているように，ウイルスに関しては，ポティウイルスだけでなく，カナダの

アルバータ大学でアルファモウイルスに対する牧草アルファルファの感温型抵抗性に関する研究

（1989～1991 年），フロリダ大学でカンキツが感染するクロステロウイルスの分子進化に関する研究

（2000～2001 年）に係る機会に恵まれ，また学位論文の指導に関連しては，ウリ類でコナジラミ伝染

するクリニウイルスや，バナナが感染するバブウイルスなど，数多くの興味深いウイルスに触れる機

会がありました。ロッキー山系や東南アジアなどでの研究材料の採集も大変楽しい経験でした。また

私の論文業績の半分近くは，ウイルスだけではなく，鹿児島県ゆかりの，チャ，ジャガイモ，花木，

観葉植物などの，植物病原菌類や細菌に関する研究が占めておりますが，それらの多くは，先代の荒

井先生の研究テーマのお手伝いや，当代の中村准教授が指導される研究に名前を列記して頂いた結果

であり，各研究への私の関り方には濃淡があります。結局のところ，私が自信を持って語れるのは，

ポティウイルスに関する研究ということになります。  
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